
お
知
ら
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募
集
し
ま
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催
し
物

教
室
・
講
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ス
ポ
ー
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催
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　令和元年(2019年)６月号　第1175号 　令和元年(2019年)６月号　第1175号　 67

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
へ

  
切
り
替
え
を

市
役
所
市
民
課  

☎
０
５
８
７(

32)

１
３
１
１  

 
１
０
０
０
９
７
５

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴

い
、「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
は
「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
に
切
り
替
え

が
必
要
で
す
の
で
、
申
請
期
間
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
方
は
速

や
か
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

16
歳
未
満
の
方
は
、
16
歳
の
誕

生
日
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。

児
童
手
当
の
振
り
込
み

市
役
所
子
育
て
支
援
課 

☎

０
５
８
７(

32)

１
２
９
６

　

２
月
〜
５
月
分
の
児
童
手
当
を

指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
振
込
日　

６
月
10
日
（月）

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
30
日
ま
で
に
提
出
を

市
役
所
子
育
て
支
援
課

☎

０
５
８
７(

32)

１
２
９
６

　

現
在
、
中
学
校
修
了
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
て
、
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
30
日
（日）
ま
で
に
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
も
の

で
、
提
出
が
な
い
場
合
は
６
月
分

以
降
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
用
紙
は
６
月
上
旬
に

私
立
幼
稚
園
の
授
業
料
・

給
食
費
の
補
助
制
度

市
役
所
保
育
課

☎
０
５
８
７(

32)

１
２
９
７  

 
１
０
０
５
１
５
４

　

私
立
幼
稚
園
へ
通
っ
て
い
る
子

ど
も
の
保
護
者
へ
、
授
業
料
や
給

食
費
を
補
助
し
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
通
っ

て
い
る
幼
稚
園
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 種類 支給額 子の加算額

老齢基礎年金 780,100 円
（満額の場合） －

障害基礎年金

１級の方
　…975,125円
２級の方
　…780,100円

第１子、第２子
　…各 224,500 円
第３子以降
　…各 74,800 円遺族基礎年金

（基本金額） 780,100 円

平成 31 年４月からの国民年金額 国
民
年
金
の
年
金
額

市
役
所
国
保
年
金
課  

☎

０
５
８
７(

32)

１
３
２
８  

 

１
０
０
１
０
２
６

　

６
月
支
払
い
分
か
ら
変
更
に
な

り
ま
す
（
左
表
）。

　

詳
し
く
は
、
一
宮
年
金
事
務
所

（☎

０
５
８
６(

45)

１
４
１
８
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

● 低所得Ⅱ… 世帯主と世帯の国民健康保険加
入者全員が市・県民税非課税の
場合

●低所得Ⅰ… 低所得Ⅱに該当し、かつ、収入
金額から必要経費、控除を差し
引いた所得額が０円となる場合

区分 負担額
一般所得世帯※ 460 円

市・県民税非課税世
帯（70 歳以上は低
所得Ⅱの方に限る）

過去１年間で90
日までの入院 210 円

過去１年間で90
日を超える入院 160 円

70 歳以上で低所得Ⅰの方 100 円

入院時の食事代自己負担額（１食当たり）

※ 指定難病患者、小児慢性特定疾病患者など
は 260 円

入
院
時
食
事
負
担
額
減
額
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

市
役
所
国
保
年
金
課  

☎

０
５
８
７(

32)

１
３
１
２  

 

１
０
０
１
５
６
６

　

市
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
「
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証｣

（
以
下｢

認
定
証
」）

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入

院
時
の
食
事
代
が
一
定
額
に
減
額

さ
れ
ま
す
（
下
表
）。
該
当
す
る

方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
先　

市
役
所
国
保
年
金

課
、
支
所
、
市
民
セ
ン
タ
ー

●
認
定
の
各
種
手
続
き

①
新
規
に
認
定
を
受
け
る
場
合

▼
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
市
・
県
民
税
非
課

税
証
明
書
（
平
成
30
年
１
月
２
日

以
降
に
市
に
転
入
し
た
方
）

② 

長
期
該
当
に
変
更
す
る
場
合

　

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日

を
超
え
た
場
合
、申
請
す
る
と
「
長

期
該
当
」
に
な
り
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の　

認
定
証
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
も
の
（
病
院

の
領
収
書
な
ど
）

③
差
額
の
支
給
を
申
請
す
る
場
合

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
や
む
を
得
ず
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
や
、
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提

示
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
す
で

に
支
払
っ
た
額
か
ら
認
定
証
を

持
っ
て
い
た
場
合
に
支
払
う
べ
き

金
額
を
控
除
し
た
額
（
差
額
）
を

支
給
し
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
入
院
代
の
領
収
書

（
食
事
負
担
額
の
内
訳
が
分
か
る

も
の
）、
通
帳
な
ど
振
込
先
の
分

か
る
も
の
、
対
象
者
と
世
帯
主
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の
、

届
け
出
を
す
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
な
ど

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
届
け
出
を

市
役
所
国
保
年
金
課  

☎

０
５
８
７(

32)

１
３
１
２  

 

１
０
０
１
０
０
９

　

交
通
事
故
で
受
け
た
け
が
の
治

療
費
は
、
通
常
、
加
害
者
ま
た
は

加
害
者
の
自
動
車
保
険
会
社
が
負

担
す
べ
き
で
す
が
、
市
に
届
け
出

る
と
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

が
一
時
的
に
立
て
替
え
て
治
療
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
立
て
替
え

た
治
療
費
を
国
保
が
加
害
者
な
ど

へ
請
求
し
ま
す
。
届
け
出
が
な
い

と
国
保
加
入
者
の
保
険
税
で
賄
わ

れ
て
い
る
国
保
事
業
が
損
害
を
受

け
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。　

▼
届
出
方
法　

次
の
書
類
と
保
険

証
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所

国
保
年
金
課
へ　

①
第
三
者
行
為

に
よ
る
被
害
届
②
事
故
発
生
状
況

報
告
書
③
交
通
事
故
証
明
書
④
念

書
（
兼
同
意
書
）
▼
そ
の
他　

自

損
事
故
の
場
合
も
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
負
傷
原
因
に
つ
い
て
、
確

認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

受
給
者
全
員
に
送
付
し
ま
す
。
届

か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。　
　

　

ま
た
、
中
学
校
修
了
前
の
児
童

を
養
育
し
て
い
て
児
童
手
当
の
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

1005077
いなッピー商品券を発売します！
１万円で１万 1,000 円分の買い物ができる 　市内の参加店約 600 店で使える「いなッピー商品

券」を発売します。参加店など詳しくは、稲沢商工会
議所のホームページで確認してください。

内容
 全参加店で使用できる共通券 8,000 円分と大型店以
外で使用できる一般事業者専用券 3,000 円分をセッ
トにした 1万 1,000 円分の商品券を１万円で販売
使用期間
 ８月２日 ( 金 ) ～ 12 月 31 日 ( 火 )
購入限度額
 １人５セットまで　※申し込みが定数（２万セッ
ト）を超えた場合は抽選
申込方法
 広報いなざわ６月号と同時に配布するチラシに付い
ている専用はがきで申し込み　※市販のはがきは受
け付けません

申込期間
６月１日 (土 ) ～ 20 日 ( 木 )（必着）
購入方法
当選者に引換証を送付しますので、引換証を持参の
上、８月２日 ( 金 ) ～４日 ( 日 ) に勤労福祉会館で
購入してください
問合先
稲沢市いなッピー商品券発行事業実行委員会（稲沢
商工会議所内）　

☎

0587(81)5000

ふるさと応援寄付金の使い道

使い道 金額（充当額）
名鉄国府宮駅周辺再整備に向けた検討調査 ８万円
ファミリー・サポートセンター事業 80 万円
中小企業振興奨励金 ７万円
公募型補助金 14 万 2,000 円
防犯カメラ（自転車駐輪場に設置）購入

231 万 3,000 円
子ども医療費助成事業（市負担分）

問合先　市役所企画政策課　

☎

0587(32)1139
1002374

　平成 30 年に稲沢市を応援する皆さんか
らいただいた 36 件・計 340 万 5,000 円の
ふるさと応援寄付金を、平成 31 年度の事
業に使います（下表）。
　使い道は、寄付をされた方の意向に沿っ
て決定しました。

さ
い


